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平成22年第2回長崎市議会定例会質問通告表

2月26日（金）

会派代表質問

順序 質　　　 問　　　 内　　　 容
会 ・派　 名 ニ

氏 ．　 彿

通告
時限
（分）・

1

1．市長の政治姿勢について

（1）過去 3 年間の串価 ‾

（2）．、行政組織のあり方

．（3）地域医療のあり方 ．
（4）ニコンベ ン㌣ヨン対策 ． 香

2 ．財政問題について

（1）平成 21年度決算の見込み

．（2）平成 22年度予算編成 ・
ぐ3　 環境行政について∴

4　 平和行政について

5　 次期総合計画について

市 民 ク ラ ブ

柳 川 八 百 秀

9 0

‘2：

1 市長の政治姿勢 について

（1）．平成 22年度予算編成 、

（2）合併地区の振興

つ3）市庁舎等更新計画六の取 り組み

（4）安全 ．・安心．なまやづくり

ア　 歩行者の安全対策 ．

2　 医療行政について

r（1）一野母崎病院 と琴海病院の医療体制 と医師確保

（2）‘市民病院の眼科医の確保 ・1

（3）．新申立病院の軍師確保

・（4）草崎大学病院 との連携
（5）地域医療における医師確保の施策

自 由 民 主 党

深 堀　 義＿昭

9 0

－1－



2月26日（金）

会派代表質問

順序 「 質　　 甲 ・ 由　　 容 ・会　 派 ．名

埠　　 名1

通告
時 間

．．（分）、

．3

1 市長の政治姿勢 について

（1）平成 22年度予算編成方針 ．

（2） 中小企栄振興策

（3）・外郭 団体 等へ の再就職

（4）市役所 内組織 ・機構 のあ り方

（5）職兵力 の向上

2　 外郭 団体 の経営改善 について、

3 1°耐震 化事業 の実施状 況 と今後 の計画 につ いて‾

（1）学校施設 の耐震化 ．．

、つ2）・個 人住 壷の耐震化 －＿
ぐ4　 水 産業 における諸諌題 について

（1）第 台山 田丸遭癖後 ゐ対応

（2）．水産業 の振 興

5 ‾　委託 業準 における検査舶 帖 ？い七

‘ノ

日展明政クラブ ・

板 坂 博 之

t

9 °0

－　2－



3月2日（火）

会派代表質問

順 序
質 ．　 瀾　 〕内 ．　 容 会 ．派　 名・．．

氏 、　　 名 ノ

通 告
時 間
（分 ）

l

‘′

：．・4

1 ＿市 長 の 政 治 凄 勢 に つい て

．（1） 予 算 編 成 の基 本 的 な考 え方

（2） 財 政 環 境 と今 後 め 見通 し

（3） 国 六 の要 望 活 動 の あ り方 ノ

2　 景 気 ・雇 用 如策 に つ い て・

（1） 現 下 の景 気 ・雇 用 動 向及 び対 策

（2）・中小 企 業 へ め支 援 策

つ3） プ レ ミ．ア ム付 き商 品券 発 行 べ の取 り，組 み

3　 介 護 保 険事 業 に つ い て

（11） 介 護 保 険事 業 計 画 の進 捗 状 況　　　　 、

つ2） 要 介 護 謡 定 の あ り方

（3） 小 規 模 多機 能埠 設 の設 置 促 進

（4「 認 知 症 予 防や 介 護 予 防施 策 の 取 り組 み 状 況

・（5） 在 宅介 護 ．の環 境 の充 実

4　 障害 者 施 策 に つ いて

（1）‘障 害者 雇 用 の現 状

（2） 傘 共 施 設 等 の清 掃 業 務 の委 託

（3） 身 瞳者 用 庭 草場 利 用 証 の 痛用 状 況 と課 題

・5 ．救 急救 命 施 策 に つ いて
（．1） A E P の普 及 状 況 と今 後 の 取 り組 み

（2）・小 学校 で の 救命 講 習貧 の 取 り組 み

（8）・一 軍 に 「人 の救 命 士 づ く りの取 り・組 み －

（4） A E D 購 入 の助 成

公 ・ 明　 党

森　　 幸　 雄 ．

9 0

－3－



3月2日（火）

会派代表質問

順序 質　　　 問 ・　　 内　　　 容．
会　 派 ′　名

・こ氏　　　　 名

通告
時間
（分）

．5

1 －市長の政治姿勢l手つ．い七

．0 ） N P T ．再検討会議 に向けた市長の決意と政府

への対応

（2）・「核密約」解明 と非核三原則 の法制化

2　 上下水道行政について

，（1）下水汚痴排坦事業者 としての認識
（2）水道水源痍護条例の制定

甘　 介護保険事秦につい七

（1）保険料の引き下げ

（2）施設入所待機者の廃嫡

ぐ－ （3）∴要介護認定者数 と介護サ二ビス利用率

4　 病院事業について

・（1）野母崎病院 ・琴海病院の今後の方向性

つ・2）．・医師確保問題

（3）新市立病院の運営

5　 保健行政につし．＼て

（1）子宮頸がん予防ワクチ ン接種六の公費助成

日本 共 産 党

．‾牧 山 ・偲 ・

9 rO

－4－



3月2日（火）

会派代表質問

廠序 ．質　　 二軍　　 内　 ・容
会 1派　 名

氏 ・　　 名

通告
時間－
（分）．

I．・6

1， 市長の政治姿勢について

（1）五輪共催の経過及び今後の広島五輪協力のあ

り嘉

（2・）核兵器廃絶への考え方及び行動

2　 財政画題につLlて

（1）平成 2‾2年度予算編成

3　 観光行政について

（1）大河 下ラマ 「音巨馬伝」‾放送終了後の観光資源

創出

（2）坂本龍馬・・帯幅弥太郎基金或立

ぐ4 ．医療行政について

（1）医師確保のための学費支援 ‘’

5 、福祉行政について

．（・1）介護保険施設の充実
（2）見守 り支援体制の構築

（3）‘幼保一元化の促進

6 ‘水産農林行政にういて

（1）い．土いの虫整備

（2）’、水産ゼンターの奉実及び後継者 の育成確保

7　 地域力の醸成について

（1） 自治会 に対する薗 識 と今後の取 り組み

8 ．地籍調査促進について

9　 長与町 ・時津町との相互協力体制嘩築について

ぺ

長崎市民会議 一

重 －一橋　 照　 久

9 0

－　5　－



3月3日（水）

個人質問

順 苧 ・ ．質　　　 問　　　 内 ．　 ‘容 氏　　 ‘名 ・
．‾通 告
時 間
（分 ）

．7

1　 平 和 ・被 爆 行政 に つ いて

（1）‘被 爆 65周 年 の本 市 の取 り組 み

（2） 被 爆 体 験 の継 承 策 ・

2　 ま ち ・づ く．り行政 に つ い七

（1）遜 高 齢 社 会 を見据 えた ま ちづ く り．

．ァ　 ノー マ ライ’ゼ ∵ ジ ョン を基 調 ．とす る ま ちづ －

く り

イ　 デ マ ン ドタ ク シー二の普 及促 進 麗

（2）．．重 き家 対 策 ・

（3） 朝 市 開 設 六 の取 り組 み

「3　 犬 ・猫 愛 護 ゐ 取 り組 み ．に つ いて ．

（1） 本 市 の 捕 獲 ・殺 処 分 等 の状 況 と今 後 の対寒 ・r

（2） 愛護 セ シ タ「 の 新 設 －

・4 1船 舶 の ア イ ドリシ グス トップ と席 上 電源 の供 給

に つ いて

平 野 だ い と し

（公 明党 ）
：6 0 ・

8 ．・

1　 環 境 行 政 に つ いて ．

ノ （1） 下 水 汚 泥 処 理 の現 状 と今 後 の 利 活 用

（2） バ イ オ マ ス タ ウン構 想

，2　 幼 児 教 育 施 設 に つ い て
3　 上 長 崎 （片淵 ）牒 区ふ れ あ いセ シ・タ÷ に つ いて

浦 J＝　基 r継

・（市 民 ク ラ ブ）

．6 0 ・、

9

1 水 産 農 林 行 政 に つ い て

（1）三 和 宮 崎 地 区 ほ場 整 備 事 業 の進 捗 状 況

J（2），み さき駅 さん わ の移 設

（3） 間 伐 材 の利 活 用

．（4） 磯 焼 け対 策 の成 果 と今 後 ？取 り組 み ・・

（5） 有 害 鳥 獣 対 策 ．

桑 原 善 弘

（自由 民 主 党十
6 0

1 ・0

‘1－． 福 祉 医 療 費 の現 物 給 付 に つ いて

（1） 障 カ早い 者 福祉 医療 費 の現 物倫 付

寧‾　陣 が い者 相 談 員 制 度 に つい 、て －

3 ＿地 場 産 業 の 育 成 に．．う い 七　　 l

4　 指 定 管 理 者 の 評 価 制 度 に つ い て

・5　 ごみ 集 嘩 場 所 の 美 化 に つい 七

6　 市 民 大 清 掃 に つ い て

源 ．埴 和 雄

．＿（市 民 ク ラ ブ）

6 0 ▼

1

ー6－



3月4日（木）

個人質問

順序 軍 ′．　 間　　 内　　 容 氏 ∴　 哀
通告
時 間
（分）・

・1．1

1 ・′市庁舎建設への 取 り組み について

．2　 観 光行政 にづい七 ．
（1）木河 ドラマ．「龍馬伝」．放送終 了後 め対策 ．1

ア　 観 光客数 の維持対麗

イ ・女 通対策

（2）．云ンづ ンシ ョ‘ン施設 の建設 要望 に対す る対応

状況

・3 ∴消防行政 について

（1）消 防団め現状 と課題等べ の取 り組 み状況 ・

吉 原 日 出灘

（自由民主党）
6 0 r‘

十2

1 温 暖化対策について

ぐ （1）潮 芋ネル ギー導入 の現状 と促進ノ

2　 就労支 援 につ▼し†て∴

（1）今 春卒業予定 の高校 －‘・大学生 の就職 内定状況

と未就職 者へ の支援

（2，）若者 サポー トステ「 シ ョ．ン との連携 ’

3　 生活保護行政につ いて

（1）現状 と動向

（2）今 録 の取 り組み

／

久 ． 八 寸 志

（公 明党）Y

I

3 0

113 ・＿

・1 －長崎ベイ サイ ドマ ラソ ン ＆ウオー クの活性化に

．ついて．・．
2　 下水道事業 に係 る包痕外部監査指摘 事項に対す

る取 り組 み につ いて

梶 吋 曝 男

（気走会 ）
3 〕0

1 4

1 ．名誉市 民の考 え方 につ いて ・ 、

査　 出島復元 の今後の見通 しIこつ いて －

3　 新市庁 舎建設の今後のえケジ ュ＋ル にういて ′

4 －　日吉青年 の家の整備 について

久 米 た ‾だ し

（国民新自 由

ク ラブ）

r3 0

1 °5

l

11 地域 経済の活性化 について

（1） 住宅 リフォー ム助成制度

2　 東長崎地 区土埠 区画整理 事業に つ．い て

（1）r 矢上地 区の清算金 の状況

（2）・平 間 」東地区 の区域見直 し

（3）事務所 の人員体制 の充実

3　 行政改革 における保育行政 l±っいて

（1．）完全給食 の寒現 ．

（2）公 立保 育所 の延長保 育の実施

（3）・正規保 育士の新規採用

中　 西 ‾‾敦　 信

．（日本 共産尭）

q ＿0



3月5日（金）

個人質問

順序
＼

質 r　　 間　 ．内　　 藤 ・ 牒 「 ． ∴ 名
通告 ．
時間
（分）・

116

「 ．金子 県政12年の評価 と新県政 にか ける期御 こら

いて

2‘ 痕 との政 策の共有 と連携強化 によるまち づ くり

の推進 につ いて

・（1）協議機 関の設置
（2）県 との早急 な協議 」調整 が必要 な施策 ・事業

の認識 ‘
1

3 ‘ 次世代 育成支援 に？ いて

4 ・ 第四次行政改革の 自己評価 と麗去次行政 改革 に

・向けた新 たな視 点に？い七

前 ．田　 哲　 也 一、

’（一自由民主党）一

・6‘b

1．．7

ぐ1 最 終年度 に当た っ．ての地産地消推進計 画につい

て

（1） 目療数 値の達成 状況

（2）‾　なが さき型放 牧の取 り組み状況

2　 市立野 母崎病院の直営 に奉る地域 医療 の維 時 ⊥

・一継緬 につ いて

中 村 す み 代

（草 の根ク ラブ）‾．、
．3．・0

11，台∴

1 県市の連携翠化につ いて ‾

（け 経 癖 ・雇用 ・観 光 ・国際政策 の県市準携

（2）・共同組織 の発足

2　 r平和行政 につ い七 一

（1・） 平和市 長会議が果たす役割

・（2）’原爆被爆 者対策の充実　 －

3　 民意 の尊重 l．こつ いて

（1） 上長 崎地 区ふれ あいセ シター の早期着 工 ・

（2）桜 ケ丘幼稚 画問題 の再検討 －

l－

草原 東 洋 ⊥

（長崎市民会議）－
．3 0

1 9

1 環 境 対策 について

∵m C O ‘2 削減の取 り組み

（2） B D F 燃 料 ゐ痛 用

（白） 干マル ジ ョン輝 料の活 用

2　 国道 202号 の整備促進 について

3 1 ‾長崎県南部広域 水道事業 に．つ いて ．‾

田．中 ．洋 ．一

°（市 貞クラブ）
6＿0 ．・

ー8－


